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はじめに

本書を手にとってくださり、ありがとうございます。

突然ですが、あなたは、憲法について、どのような印象を

お持ちでしょうか。

憲法は、誰もが尊重され、自由に、平等に、幸福に生きる

ことができる社会を実現する、という高い理想を掲げていま

す。そんな理想は叶うはずがないと考える方もいらっしゃる

かもしれません。それでも、憲法は、理想を追い求めること

を諦めません。憲法とは、とてもロマンに溢れた法なのです。

私たちが幸せに生きるために憲法があるのですから、憲法

は国民のためにあり、国民のものです。しかし、憲法をはじ

めとする法は、難解な専門用語に加え、難しい解釈を必要と

し、論点も多いため、一般の人たちには馴染みがない、とい

うのも事実です。

そこで、本書は、皆さんが読みやすいよう、日常会話のよ

うな言葉を使い、細かい法知識や難しい論点等には極力、触

れないようにしました。また、ご自身で考えてもらうきっ

かけとなるよう、身近で想像しやすいトピックを選びまし

た。そして、トピックについて様々な意見等を取り上げつつ

も、その意見の正誤や優劣を示さないようにしました。「ど

ちらが正しいのか」ということにこだわらず、自由に考えて
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ほしいからです。

本書を読んで、考えを巡らせた後には、是非とも、誰かと

お話してみて下さい。他者の意見を聞き、議論をすることで

多角的な視点を得られ、憲法やトピックについて、より深く

考えることができるでしょう。

さあ、本書と一緒に考え、議論し、そして憲法を楽しみま

しょう！
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第1章　憲法とは何か

～憲法の意義・重要な理念～

【憲法は国の最高法規】
憲法は、最も大切な国民の人権保障を目的にしているため、

最上位の法とされています。法学的には、憲法は最高法規で

ある、といいます。

それでは、国民の人権を脅かすのは、何でしょうか。それ

は、巨大な権力です。例えば、王様が絶対的な権力を持って

いる場合、王様のために国民が苦しんでも構わないという社

会になりがちです。権力が集中し、巨大化してしまうと、権

力者が独裁的になってしまい、国民の権利がないがしろにさ

れてしまうからです。とすると、逆に国民の人権が侵害され

ないためには、権力を抑えておくことが重要といえます。そ

こで、憲法は、人権の保障だけでなく、権力を持つ機関につ

いても規定することにしました。例えば、憲法では、国会や

内閣、裁判所について定めています。国家権力を分割し、3

つの機関に分け与え（いわゆる三権分立）、それぞれの機関

にどんな権力があるのかを明確にすることで暴走を防いでい

るのです。

このように憲法は、最も大切な人権保障と権力を持つ機関

という国の基本になることを定めています。
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第1章　憲法とは何か

【人権の根源となる理念】
憲法が最も重要としている理念が個人の尊重です（13 条）。

人には皆、個性があり、どの人も価値のある存在で、全ての

人が尊重されるという考え方です。そして、個人が尊重され

るためには、その人が差別されずに権利が保障され、その人

らしく生きられる環境が整っていなければいけません。つま

り、憲法でよく聞く平等主義や人権保障、福祉主義等の根源

は個人の尊重なのです。

個人の尊重は、個人主義とも言われます。逆に言えば、全

体の利益のために個人の尊重を踏みにじるような全体主義は

憲法上、許されません。例えば、日本が過去の戦時下で経験

した国民が一方的に国の命令に従わなければならない、とい

うような全体主義は絶対に避けなければいけないのです。

【憲法改正と人権保障】
現憲法は、第２次世界大戦で日本が負け、勝戦国から求め

られたのをきっかけにして制定されました。旧憲法下では、

主権が天皇にあり、人権保障も不十分で、男女が不平等だっ

た等、現憲法とは大きく異なります。皮肉なことですが、こ

こまで大きく変えられたのは、他国の介入のおかげとも言え

ます。
しかし、この制定過程から、現憲法は外国から押し付けら

れたもので、自主的に制定したものではないから、憲法を改

正すべきという声もあります。また、制定過程とは別に、時

代に合わせて変えていくべき部分があるとして憲法改正を求

める声もあります。
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先に述べた通り、憲法の目的は人権保障であり、そのため

に様々なことについて定めています。ですから、その定めを

を変えること（憲法改正）は、私たちの人権が侵害されるリ

スクを伴うのです。

私たちは、憲法で保障されている権利や自由を「不断の努

力によって」保持しなくてはいけません（12 条）。言い換え

ると、私たちは、自分の権利をしっかりと行使し、権利が侵

害されたら（又は、侵害の恐れがあったら）声を挙げ、権利

を守る努力を継続しないといけないのです。

憲法を改正するには国民の過半数の賛成が要件となってい

ます。その時が来たら、私たちは、努力を怠らずに、しっか

りと考え、改正に賛成するのかどうかを決めなくてはいけな

いのです。
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第2章　個人の尊重

第2章　個人の尊重

～いじめの問題～

【個人を尊重する難しさ】
第 1 章でお話しした通り、憲法は個人の尊重を重要な理

念としています。個人の尊重には、「子どもも大人も高齢者も、

健常者も障がい者も、貧しい人もお金持ちも、皆、同じよう

に価値があり、大切な存在である」という強いメッセージが

込められています。個人が尊重されるには、私たちも他者の

価値観を理解し、大切にしていかなければいけません。とは

いえ、人の価値観は多種多様で、異なる価値観は、同意でき

なかったり、どうでもよかったりするものです。だからといっ

て、異なる価値観を頭ごなしに否定する、無関心になる等は

個人を尊重していないことになってしまいます。

私たちには、互いに他者を尊重し合うことが求められるの

です。

【いじめの問題】
個人の尊重を侵害する行為として、いじめが挙げられま

す。「いじめは、いけないこと」と何十年も聞いてきましたが、

一向になくなりません。また、いじめは子どもだけではなく、

残念ながら、大人にも起こり得ることでもあります。

いじめは、相手と気が合わないとか苦手である等が原因と
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なるケースが少なくありません。もちろん、誰かを苦手だと

心の中で思うことは自由ですし、納得のいかないことを話す

のも大切でしょう。しかし、徒党を組んで誰かをいじめる行

為は許されません。いじめで無視や仲間外れをするのは他者

の名誉権を侵害することになり、暴力を振るうことは他者の

生命・身体への権利侵害となります。いじめは法律上、不正

な行為であることは明らかなのです。

人は、自身の生命、身体、自由、財産等につき生まれなが

らに固有の権利を持っています。そして、権利には、その権

利を守るために行動する権利も当然に含まれています。です

から、自身の権利が危険にさらされた場合には、抵抗する権

利も保障されるのです。つまり、いじめられた時に、暴力を

振るわれれば身体や命への危険が発生しますし、お金を渡せ

と言われたら財産に危険が発生します。そのような時に、自

身を守る行動は憲法で認められる権利なのです。具体的には、

相手に反抗する行為だけでなく、信用できる人や機関に相談

する、その場所や関係から避難する等が憲法上の権利行使と

して認められる行為といえるでしょう。

【いじめの代償】
いじめに手を染めてしまった人は、大きな代償を背負うこ

とになります。例えば、相手に怪我を負わせれば傷害罪にな

り、悪口をネットの掲示板に書き込んだら名誉棄損罪や侮辱

罪になり、刑事罰を受けることになる可能性があります。同

時に、相手の人権を侵害した等として損害賠償を請求される


